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１．存続させる市立保育所 6 か所 

コミセンエリア 保育所名 住所 

西北 さざんか保育所 寝屋川市寿町 15 番 6 号 

東北 さつき保育所 寝屋川市三井が丘 4 丁目 10 番 1 号 

東 たんぽぽ保育所 寝屋川市打上南町 2 番 1 号 

西 コスモス保育所 寝屋川市長栄寺町 22 番 13 号 

南 あざみ保育所 寝屋川市下木田町 16 番 53 号 

西南 さくら保育所 寝屋川市対馬江西町 15 番 16 号 

     

２．平成 22 年度・平成 23 年度に民営化を行う保育所 

（１）平成 22 年度 

コミセンエリア 保育所名 住所 

東北 なでしこ保育所 寝屋川市美井元町 28 番 3 号 

南 たちばな保育所 寝屋川市木田町 2 番 8 号 

 

（２）平成 23 年度 

コミセンエリア 保育所名 住所 

南 しらゆり保育所 寝屋川市堀溝北町 25 番 1 号 

西南 すずらん保育所 寝屋川市高柳 5 丁目 28 番 1 号 
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３．存続させる市立保育所６か所の選定理由 

コミセンエリアごとに各１か所ずつ市立保育所を存続させるという市の方針

があり、西北と東コミセンエリアでは、すでに、市立保育所は各１か所であるた

め、本委員会では選定する対象から除外し、残り４か所の存続させる保育所を以

下に挙げる３点の基準により検討しました。 

①存続させることで、子育てのセーフティネットとしての役割を担う 

②人口増加予測地域から離れており、待機児童対策等の民営化の効果が得られ

にくい 

③保育所の施設及びコミセンエリア内での位置 

 

コミセン 

エリア 
市立保育所 主な選定理由 

西北 ◎さざんか保育所 ― 

東北 
◎さつき保育所 

なでしこ保育所 

さつき保育所は、なでしこ保育所と比較して、支援を要する世帯

が多いため、子育てのセーフティネットとしての役割に適してお

り、市立保育所として存続させる方が望ましい。 

また、なでしこ保育所と比較して、人口増加予測地域（香里園駅

東地区の市街地再開発地域）から離れており、待機児童対策や多様

な保育ニーズの対応策として、民営化の効果が得られにくいため、

市立保育所として存続させる方が望ましい。 

東 ◎たんぽぽ保育所 ― 

※ ◎が、コミセンエリア内で、存続させる保育所を表しています。 
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コミセン 

エリア 
市立保育所 主な選定理由 

西 
◎コスモス保育所 

すみれ保育所 

コスモス保育所は、すみれ保育所と比較して、支援を要する世帯

が多いため、子育てのセーフティネットとしての役割に適してお

り、市立保育所として存続させる方が望ましい。 

また、すみれ保育所と比較して、定数が 90 人と少なく、充足率

（定数に対する入所児童数の割合）もすでに約 110％あり、弾力化

による定数の増加が見込めず民営化の効果が得られにくいため、市

立保育所として存続させる方が望ましい。 

さらに、すみれ保育所と比較して、隣接している西北コミセンエ

リアの人口増加予測地域から離れており、待機児童対策や多様な保

育ニーズの対応策として、民営化の効果が得られにくいため、市立

保育所として存続させる方が望ましい。            

南 

◎あざみ保育所 

しらゆり保育所 

たちばな保育所 

ひなぎく保育所 

あざみ保育所は、他の３か所の市立保育所と比較して、支援を要

する世帯が多いため、子育てのセーフティネットとしての役割に適

しており、市立保育所として存続させる方が望ましい。 

また、近隣に南コミュニティセンターがあり、地域との連携を強

化することが期待でき、さらに、南コミセンエリアの中心部に位置

し、河北地域からも通所しやすいため、市立保育所として存続させ

る方が望ましい。                      

西南 

◎さくら保育所 

すずらん保育所 

もくれん保育所 

さくら保育所は、他の２か所の市立保育所と比較して、支援を要

する世帯が多いため、子育てのセーフティネットとしての役割に適

しており、市立保育所として存続させる方が望ましい。 

また、西南コミセンエリアの市立保育所の中で、唯一の１階建て

で、肢体不自由児の受け入れがしやすく、障害児保育の実施に適し

ているため、市立保育所として存続させる方が望ましい。   

※ ◎が、コミセンエリア内で、存続させる市立保育所を表しています。 
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４．平成 22 年度に民営化を行う市立保育所の選定理由 

本委員会では、寝屋川市の保育行政の一番の課題は、保育所の「入所しやす

さの地域的な偏り」を解消することであると考えました。 

現在、年度当初の４月１日の待機児童はありませんが、保護者が希望する保 

育所に入所できないケースは、西北・東北コミセンエリアに発生しており、年

度途中の入所もほとんどできない状況です。一方、南コミセンエリアは、入所

しやすく、年度途中の入所も可能です。特に、西北・東北・東コミセンエリア

では、大規模な市街地再開発が予定されているため、今後、待機児童が発生す

る可能性が高くなっています。 

これらの「入所しやすさの地域的な偏り」は、公平性という観点から大き 

な課題と考えます。 

この課題を解消するために、西北・東北コミセンエリアにある保育所の入所 

 定員を増やす必要がありますが、市全体の入所児童数は総定員数を下回ってお

り、市全体では保育所が充足している状況の中で、定員の調整が必要となりま

す。これに対して、保育所の増設や新設での対応は時間を要します。また、長

期的には、少子化傾向にあるため、新設という選択肢も現時点で必要かどうか

不確かな部分があります。 

そのため、この「入所しやすさの地域的な偏り」という課題を解決するには、 

できるだけ早く、民営化による保育所の弾力化の機能を活用する必要がありま

す。 

次に、多様な保育ニーズへの対応という面から考えると、民営化により、延

長保育などの特別保育事業を、迅速に拡充することができます。特別保育を多

くの方々に利用していただくために、できるだけ利用しやすい位置、駅の近く

にある保育所で実施することが、より効果的であると考えました。 

 以上により、本委員会としましては、保育所の「入所しやすさの地域的な偏

り」を考慮し、今後、人口増加に伴う待機児童の発生が予測されるエリアにあ

り、かつ民営化を行うのに、効果的な位置にある保育所の民営化を優先させる

必要があると考え、平成 22 年度に民営化を行う保育所に、東北コミセンエリ

アの「なでしこ保育所」、南コミセンエリアの「たちばな保育所」を選定しま

した。 
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５．平成 23 年度に民営化を行う市立保育所の選定理由 

平成 23 年度に民営化を行う保育所は、同じ時期に、同じコミセンエリアに

偏らないようにするために、市立保育所の数の多いコミセンエリアを優先すべ

きであると考えました。 

これまでの民営化は、平成 18 年度に南コミセンエリア、平成 20 年度に西北

コミセンエリア、西南コミセンエリアの計３か所で行われました。 

すでに、存続させる６か所の市立保育所、平成 22 年度に民営化を行う保育所

に東北コミセンエリアの「なでしこ保育所」と南コミセンエリアの「たちばな

保育所」を選定したため、西コミセンエリアに１か所、南コミセンエリアに２

か所、西南コミセンエリアに２か所の市立保育所が残っております。 

選定にあたって、この３つのコミセンエリアの中で、市立保育所が２か所ず

つ残っている南と西南コミセンエリアで、民営化を行うことが望ましいと考え

ました。 

  次に、南コミセンエリアは「しらゆり保育所」と「ひなぎく保育所」、西南コ

ミセンエリアは「すずらん保育所」と「もくれん保育所」を比較検討しました。 

 

南コミセンエリアは、６つのコミセンエリアの中で、就学前児童数が最も少

ない一方、保育所に入所している児童数は最も多く入所しやすい地域であり、

また、大規模な市街地再開発は予定されていないため、就学前児童数はさらに

減少していくことが予測されます。 

このような現状の中で、ひなぎく保育所は民間園と近接しており、民営化す

ることで、民間保育園間で競合することが予測されるため、早急に民営化を行

う必要がないと考えました。 

一方、しらゆり保育所は、ひなぎく保育所と比較して、敷地・建物延面積が

広いため、先に民営化する方が望ましいと考えました。 

 

次に、西南コミセンエリアのもくれん保育所は、すずらん保育所と比較して、

定数が 90 人と少なく、充足率（定数に対する入所児童数の割合）はすでに約

110％あり、弾力化による定数の増加が見込めないため、早急に民営化を行う

必要がないと考えました。 



一方、すずらん保育所は、もくれん保育所と比較して、定数が 150 人と多く、

充足率は約 70％と余裕があるため、先に民営化する方が望ましいと考えました。 

以上により、平成 23 年度に民営化を行う保育所に、南コミセンエリアの「し

らゆり保育所」と西南コミセンエリアの「すずらん保育所」を選定しました。 

 

 

６．委員会の開催経過 

 

◆第１回 民営化保育所選定委員会 

 

◆第２回 民営化保育所選定委員会 

 

◆第３回 民営化保育所選定委員会 

  

◆第４回 民営化保育所選定委員会 

日 時 平成 21 年１月 13 日（火）  午後６時～ 

内 容 
・民営化保育所の選定について（委員会の進め方等） 

・市立保育所民営化方針、寝屋川市保育行政の説明 

日 時 平成 21 年１月 15 日（木）  午後６時～ 

内 容 

・資料の説明（各コミセンエリアの保育所の状況等） 

・存続させる市立保育所６か所の検討・選定 

・追加資料の検討 

日 時 平成 21 年１月 20 日（火）  午後６時～ 

内 容 ・平成 22 年度・平成 23 年度に民営化を行う市立保育所の検討・選定

日 時 平成 21 年１月 26 日（月）  午後２時～ 

内 容 ・市長への提言（報告書）の検討  
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